
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】調味料容器を使用する時、指で容器を持ったま

まの指操作だけで、定量の調味料を注ぎかけ、又振出す

ことができるもので、誤って容器を倒しても漏れること

のない調味料容器を提供する。

【解決手段】気密性のある液体調味料容器本体１ａ壁面

の空気・液溜りの押圧部であるプッシュボタン５ａ５ｂ

を押し加圧すると、空気圧により伸縮管１０ａが伸びて

安全止栓９が開く、又、容器内部に圧力が加わり、容器

本体１ａ底面部の注ぎ口８から液体調味料が定量注ぎ出

る。そのプッシュボタン５ａ５ｂを解放すると注ぎ口８

から外気を吸収し、後に安全止栓９も閉じて、誤って容

器を倒しても液体調味料が漏れるのを防ぐことができる

。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
液 体 調 味 料 容 器 本 体 壁 面 の 空 気 ・ 液 溜 り の 押 圧 部 を 押 し 加 圧 す る と 、 空 気 圧 で 伸 縮 管 が 伸
び て 栓 が 開 き 、 一 方 、 容 器 本 体 内 部 に 圧 力 が 加 わ り 容 器 本 体 底 面 部 の 注 ぎ 口 か ら 液 体 調 味
料 が 注 ぎ 出 て る 。 又 、 解 放 す る と 注 ぎ 口 か ら 外 気 を 吸 っ た 後 、 栓 も 閉 じ る こ と を 特 徴 と す
る 液 体 調 味 料 容 器 。
【 請 求 項 ２ 】
顆 粒 調 味 料 容 器 本 体 壁 面 の 空 気 溜 り の 押 圧 部 を 押 し て 加 圧 す る と 、 空 気 圧 で 伸 縮 管 が 伸 び
て 容 器 本 体 底 面 部 下 の 回 転 底 板 が 回 転 す る こ と で 、 容 器 本 体 底 面 部 の 振 出 口 か ら 顆 粒 調 味
料 が 振 出 さ れ る 。 又 、 解 放 す る と 線 細 工 バ ネ の 復 元 力 に よ り 栓 が 振 出 口 を 閉 じ る こ と を 特
徴 と す る 顆 粒 調 味 料 容 器 。
【 請 求 項 ３ 】
回 転 底 板 の 回 転 に 連 動 し て か く は ん 回 転 軸 が 回 転 す る こ と で 顆 粒 調 味 料 を か く は ん し て 、
湿 気 等 に よ る 硬 化 を 防 ぐ こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ の 顆 粒 調 味 料 容 器 。
【 請 求 項 ４ 】
原 形 復 帰 可 能 な 弾 性 体 で あ る 空 気 ・ 液 溜 り の 押 圧 部 が 容 器 本 体 壁 面 の 輪 郭 内 に 納 め ら れ た
請 求 項 １ 又 は ２ ・ ３ の 調 味 料 容 器 。
【 請 求 項 ５ 】
上 蓋 に 、 容 器 本 体 底 面 部 に あ る 注 ぎ 口 及 び 振 出 口 の 位 置 が 確 認 で き る 位 置 印 が つ い た 請 求
項 １ 又 は ２ ・ ３ ・ ４ の 調 味 料 容 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 液 体 調 味 料 及 び 顆 粒 調 味 料 を 定 量 ず つ 注 ぎ か け る 、 又 は 振 出 す た め の 液 体 調 味 料
容 器 と 顆 粒 調 味 料 容 器 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
液 体 調 味 料 を 定 量 ず つ 注 ぎ か け る 調 味 料 容 器 は 、 従 来 か ら 数 々 の も の が 存 在 し て い た 。 例
え ば 、 登 録 実 用 新 案 第 ３ ０ ７ ３ ６ １ ６ 号 に は 、 上 蓋 に 付 け た 空 気 溜 り を 押 す こ と で 、 又 特
開 ２ ０ ０ ４ － ２ ６ ２ ９ ２ 号 公 報 に は 、 押 圧 部 を 押 し て ポ ン プ 作 動 す る こ と で 、 定 量 の 液 体
調 味 料 を 従 来 ど う り 容 器 を 傾 け て 、 上 蓋 及 び 容 器 上 部 か ら 注 ぎ か け る 液 体 調 味 料 容 器 が 示
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
一 方 、 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ７ ７ １ ８ ８ 号 公 報 及 び 特 開 ２ ０ ０ ４ － ２ ２ ９ ６ ７ ３ 号 公 報 に は 、
容 器 上 部 の 押 し ボ タ ン 操 作 に よ る 容 器 底 部 か ら 定 量 の 液 体 調 味 料 を 注 ぎ か け る 液 体 調 味 料
容 器 が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
顆 粒 調 味 料 容 器 に つ い て は 、 実 開 平 ５ － ６ ８ ３ ７ ５ 号 公 報 に 容 器 上 部 の 押 圧 体 に よ る 容 器
底 部 か ら 定 量 の 顆 粒 調 味 料 を 振 出 す 顆 粒 調 味 料 容 器 が 示 さ れ て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は 、 調 味 料 容 器 を 使 用 す る 時 、 指 で 容 器 を 持 っ た ま ま の 指 操 作 だ け で 、 定 量 の 調 味
料 を 注 ぎ か け 、 又 振 出 す こ と が で き る も の で 、 誤 っ て 容 器 を 倒 し て も 漏 れ る こ と の な い 、
人 に や さ し く 安 全 な 調 味 料 容 器 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は 、 気 密 性 の あ る 液 体 調 味 料 容 器 本 体 の 壁 面 に 空 気 ・ 液 溜 り の 上 ・ 下 押 圧 部 で あ る
プ ッ シ ュ ボ タ ン を 設 け 、 そ れ を 押 し 加 圧 す る こ と で 、 そ れ に 連 結 し た 空 気 管 か ら 空 気 圧 に
よ り 伸 縮 管 が 伸 び て 、 容 器 本 体 内 壁 に 接 合 し た 栓 が 開 く 、 又 、 押 し 加 圧 す る こ と で 容 器 内
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部 に 圧 力 が 加 わ り 、 容 器 本 体 底 面 部 に 設 け た 導 入 管 の 注 ぎ 口 か ら 液 体 調 味 料 が 定 量 注 ぎ 出
る 。 一 方 、 上 ・ 下 プ ッ シ ュ ボ タ ン を 解 放 す る こ と で 注 ぎ 口 か ら 外 気 を 吸 収 し 、 後 に 栓 も 閉
じ て 、 誤 っ て 容 器 を 倒 し て も 液 体 調 味 料 が 漏 れ る の を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 は 、 気 密 性 の あ る 顆 粒 調 味 料 容 器 本 体 の 壁 面 に 空 気 溜 り の 押 圧 部 で あ る プ ッ シ ュ ボ
タ ン を 設 け 、 そ れ を 押 し 加 圧 す る こ と で 、 そ れ に 連 結 し た 空 気 管 か ら 空 気 圧 に よ り 、 容 器
本 体 底 面 部 下 に 設 け た 回 転 底 板 に 加 工 し た ガ イ ド に そ っ て 伸 縮 管 が 伸 び る 。 こ の 回 転 底 板
が 容 器 本 体 底 面 部 の か く は ん 回 転 軸 と ベ ア リ ン グ に よ り 回 転 す る こ と で 、 容 器 本 体 底 面 部
の 振 出 口 が 開 き 顆 粒 調 味 料 が 定 量 振 出 さ れ る 。 一 方 、 プ ッ シ ュ ボ タ ン を 解 放 す る こ と で 、
線 細 工 バ ネ の 復 元 力 に よ り 回 転 底 板 が 逆 回 転 し て 振 出 口 が 閉 じ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
前 記 の 回 転 底 板 の 回 転 に 連 動 し て か く は ん 回 転 軸 が 同 時 に 回 転 す る こ と に な り 、 容 器 内 の
顆 粒 調 味 料 が か く は ん さ れ る こ と で 、 湿 気 等 で 硬 化 す る こ と を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
容 器 本 体 壁 面 の 輪 郭 内 に 納 め ら れ る 原 形 復 帰 可 能 な 弾 性 体 で あ る 空 気 ・ 液 溜 り の プ ッ シ ュ
ボ タ ン は 、 調 味 料 容 器 を 使 用 す る 時 、 そ の 容 器 を 持 っ た 指 で 押 す だ け で 容 器 を 傾 け る こ と
な く 、 上 蓋 に 印 し て い る 注 ぎ 口 ・ 振 出 口 位 置 印 で 、 容 器 本 体 底 面 部 の 注 ぎ 口 及 び 振 出 口 の
位 置 を 確 認 し な が ら 使 用 で き る 。 又 、 繰 り 返 し 押 す こ と で 定 量 を 連 続 し て 注 ぎ か け 、 又 振
出 す こ と が で き る 。 　 一 方 、 そ の プ ッ シ ュ ボ タ ン は 、 容 器 が 倒 れ て 転 が っ て も 邪 魔 に な ら
ず に 液 体 調 味 料 が 漏 れ る の を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 に よ り 、 調 味 料 容 器 を 指 で 持 っ た ま ま 、 押 圧 部 で あ る プ ッ シ ュ ボ タ ン を 押 す だ け の
簡 単 操 作 だ け で 、 容 器 を 傾 け る こ と な く 定 量 の 調 味 料 を 容 器 底 面 部 か ら 注 ぎ か け 、 又 振 出
す こ と が で き 、 連 続 し て の 使 用 も で き る 。 又 、 調 理 用 調 味 料 容 器 と し て 、 プ ッ シ ュ ボ タ ン
の 大 き さ や 数 に よ っ て 、 小 さ じ 用 や 大 さ じ 用 の 分 量 等 、 構 成 を 変 え る こ が で き る 。 一 方 、
誤 っ て 容 器 を 倒 し て も 漏 れ る こ と の な い 、 人 に や さ し く 安 全 で 、 デ ザ イ ン も シ ン プ ル な も
の に な っ た 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 の 液 体 調 味 料 容 器 は 、 容 器 本 体 と 着 脱 可 能 な 弾 性 パ ッ キ ン 付 上 蓋 と が 螺 合 し て 密 閉
さ れ る 。 こ の 容 器 を 使 用 す る 時 、 容 器 本 体 壁 面 の 空 気 溜 り の 下 部 プ ッ シ ュ ボ タ ン を 指 で 押
し 加 圧 す と 、 そ れ に 連 結 し た 伸 縮 管 が 空 気 圧 に よ り 伸 び て 安 全 止 栓 が 開 く 。 又 、 も う 一 方
の 空 気 ・ 液 溜 り の 上 部 プ ッ シ ュ ボ タ ン を 押 し 加 圧 す る こ と で 容 器 内 部 に 圧 力 が 加 わ り 、 容
器 本 体 底 面 部 の 注 ぎ 口 か ら 液 体 調 味 料 が 定 量 注 ぎ 出 る 。 一 方 、 上 ・ 下 プ ッ シ ュ ボ タ ン を 解
放 す る こ と で 注 ぎ 口 か ら 外 気 を 吸 収 し 、 後 に 安 全 止 栓 も 閉 じ て 、 誤 っ て 容 器 を 倒 し て も 液
体 調 味 料 が 漏 れ る の を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 の 顆 粒 調 味 料 容 器 は 、 容 器 本 体 と 着 脱 可 能 な 弾 性 パ ッ キ ン 付 上 蓋 と が 螺 合 し て 密 閉
さ れ る 。 こ の 容 器 を 使 用 す る 時 、 容 器 本 体 壁 面 の 空 気 溜 り の プ ッ シ ュ ボ タ ン を 指 で 押 し 加
圧 す と 、 そ れ に 連 結 し た 伸 縮 管 が 空 気 圧 に よ り 伸 び て 、 容 器 本 体 底 面 部 下 の 回 転 底 板 が 回
転 す る こ と で 、 そ の 回 転 底 板 の 底 板 栓 か ら 振 出 口 用 有 孔 に 移 動 し て 、 容 器 本 体 底 面 部 の 振
出 口 か ら 顆 粒 調 味 料 が 定 量 振 出 さ れ る 。 一 方 、 プ ッ シ ュ ボ タ ン を 解 放 す る こ と で 、 線 細 工
バ ネ の 復 元 力 に よ り 回 転 底 板 が 逆 回 転 し て 振 出 口 が 閉 じ る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 の 液 体 及 び 顆 粒 調 味 料 容 器 は 、 空 気 ・ 液 溜 り の プ ッ シ ュ ボ タ ン を 繰 り 返 し 押 す こ と
で 、 液 体 及 び 顆 粒 調 味 料 を 定 量 連 続 し て 注 ぎ か け 、 又 振 出 す こ と が で き る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ４ 】
図 １ ～ ４ は 、 液 体 調 味 料 容 器 の 断 面 図 ・ 平 面 図 ・ 正 面 図 で あ り 、 容 器 本 体 １ ａ と 弾 性 パ ッ
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キ ン ４ 付 上 蓋 ２ ａ と が 螺 合 し て 密 閉 さ れ る 容 器 で 、 こ の 上 蓋 ２ ａ の 上 面 部 に 、 容 器 本 体 １
ａ 底 面 部 の 注 ぎ 口 ８ の 位 置 を 示 す 注 ぎ 口 位 置 印 ３ ａ を 設 け る 。 但 し 、 こ の 注 ぎ 口 位 置 印 ３
ａ の 形 状 は 、 凹 ・ 凸 ど ち ら で も よ く 、 又 、 液 体 調 味 料 容 器 の 形 状 や 大 き さ は 任 意 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 体 容 器 １ ａ の 壁 面 を 凹 形 状 に 形 成 し 、 そ こ に 円 形 に 穴 加 工 し た 部 分 に 、 原 形 復 帰 可 能 な
弾 性 体 で 形 成 さ れ た 空 気 ・ 液 溜 り の プ ッ シ ュ ボ タ ン ５ ａ ５ ｂ を 結 合 し て 加 圧 装 置 を 構 成 す
る 。 こ の プ ッ シ ュ ボ タ ン ５ ｂ を 指 で 押 し 加 圧 す こ と で 、 空 気 圧 に よ り 伸 縮 管 １ ０ ａ が 伸 び
て 安 全 止 栓 ９ を 押 し 下 げ 開 く 。 一 方 、 プ ッ シ ュ ボ タ ン ５ ａ も 同 様 に 加 圧 す る こ と で 、 容 器
本 体 １ ａ の 内 部 に 圧 力 が か か り 容 器 本 体 １ ａ 底 面 部 の 注 ぎ 口 ８ よ り 液 体 調 味 料 が 定 量 注 ぎ
で る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
前 記 の プ ッ シ ュ ボ タ ン ５ ａ ５ ｂ を 解 放 す る こ と で 、 注 ぎ 口 ８ か ら 導 入 管 ７ を 通 っ て 外 気 を
吸 収 し 、 後 に 安 全 止 栓 ９ も 閉 じ る 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
容 器 本 体 １ ａ の 壁 面 に あ け ら れ た 円 形 の 穴 に 、 空 気 管 ６ ａ を 結 合 し て プ ッ シ ュ ボ タ ン ５ ｂ
と 一 体 化 し 、 こ の 空 気 管 ６ ａ と 原 形 復 帰 可 能 な 伸 縮 管 １ ０ ａ を 連 結 す る こ と で 作 動 装 置 を
構 成 す る 。 又 、 こ の 作 動 装 置 と 容 器 本 体 １ ａ の 内 壁 に 接 合 し た 安 全 止 栓 ９ を 連 結 す る こ と
で 、 空 気 圧 に よ っ て 安 全 止 栓 ９ を 押 し 下 げ 開 く 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
導 入 管 ７ は 、 Ｕ 字 形 に 加 工 成 形 し て 、 容 器 本 体 １ ａ 底 面 部 に 穴 加 工 し た 部 分 に 接 合 固 定 し
て 、 一 方 を 安 全 止 栓 ９ の 栓 口 と し 、 も う 一 方 を 底 面 部 の 穴 加 工 部 よ り 外 部 に 出 し て 注 ぎ 口
８ と す る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ５ ～ ９ は 、 顆 粒 調 味 料 容 器 の 平 面 図 ・ 正 面 図 ・ 断 面 図 で あ り 、 容 器 本 体 １ ｂ と 弾 性 パ ッ
キ ン ４ 付 上 蓋 ２ ｂ と が 螺 合 し て 密 閉 さ れ る 容 器 で 、 こ の 上 蓋 ２ ｂ の 上 面 部 に 、 容 器 本 体 １
ｂ 底 面 部 の 振 出 口 １ ２ の 位 置 を 示 す 振 出 口 位 置 印 ３ ｂ を 設 け る 。 但 し 、 こ の 振 出 口 位 置 印
３ ｂ の 形 状 は 、 凹 ・ 凸 ど ち ら で も よ く 、 又 、 顆 粒 調 味 料 容 器 の 形 状 や 大 き さ は 任 意 で あ る
。
【 ０ ０ ２ ０ 】
本 体 容 器 １ ｂ の 壁 面 を 凹 形 状 に 形 成 し 、 そ こ に 円 形 に 穴 加 工 し た 部 分 に 、 原 形 復 帰 可 能 な
弾 性 体 で 形 成 さ れ た 空 気 液 溜 り の プ ッ シ ュ ボ タ ン ５ ｃ を 結 合 し て 加 圧 装 置 を 構 成 す る 。 こ
の プ ッ シ ュ ボ タ ン ５ ｃ を 指 で 押 し 加 圧 す こ と で 、 空 気 圧 に よ り 伸 縮 管 １ ０ ｂ が 伸 び て 、 容
器 本 体 １ ｂ 底 面 部 下 の 回 転 底 板 １ ３ が 回 転 す る こ と で 、 そ の 回 転 底 板 １ ３ に 加 工 さ れ た 底
板 栓 １ ４ と 振 出 口 用 有 孔 １ ６ が 回 転 移 動 し て 、 容 器 本 体 １ ｂ 底 面 部 の 振 出 口 １ ２ よ り 顆 粒
調 味 料 が 定 量 振 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
前 記 の プ ッ シ ュ ボ タ ン ５ ｃ を 解 放 す る こ と で 、 回 転 底 板 １ ３ が 線 細 工 バ ネ １ ７ の 復 元 力 に
よ り 逆 回 転 し て 、 底 板 栓 １ ４ が 塞 ぐ こ と で 振 出 口 １ ２ が 閉 じ る 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
容 器 本 体 １ ｂ の 壁 面 に あ け ら れ た 円 形 の 穴 に 、 空 気 管 ６ ｂ を 結 合 し て プ ッ シ ュ ボ タ ン ５ ｃ
と 一 体 化 し 、 こ の 空 気 管 ６ ｂ と 伸 縮 管 １ ０ ｂ を 連 結 す る こ と で 作 動 装 置 を 構 成 す る 。 又 、
こ の 作 動 装 置 が 容 器 本 体 １ ｂ 底 面 部 下 の 回 転 底 板 １ ３ を 空 気 圧 で 回 転 移 動 さ せ る 構 成 で あ
る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
前 記 の 回 転 底 板 １ ３ は 、 容 器 本 体 １ ｂ 底 面 部 に 穴 加 工 し て 貫 通 し た か く は ん 回 転 軸 １ １ と
ビ ス で 結 合 一 体 化 し 、 又 、 容 器 本 体 １ ｂ 下 部 内 壁 と 回 転 底 板 １ ３ 立 ち 上 げ 面 と の 間 に 、 回
転 を 滑 ら か に す る た め の ベ ア リ ン グ １ ５ と で 回 転 体 を 構 成 す る 。 一 方 、 回 転 底 板 １ ３ を 必
要 な 所 で 止 め る た め に 、 容 器 本 体 １ ｂ 底 面 裏 の 二 ヶ 所 に ス ト ッ パ － １ ９ を 加 工 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
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こ の 回 転 底 板 １ ３ に は 、 伸 縮 管 １ ０ ｂ が 空 気 圧 で 正 確 に 伸 び て 回 転 作 動 で き る た め に 、 回
転 底 板 １ ３ に ガ イ ド １ ８ を 加 工 す る 。 又 、 振 出 口 １ ２ か ら 顆 粒 調 味 料 を 振 出 し た り 、 塞 い
で 栓 を す る た め の 底 板 栓 １ ４ と 、 振 出 口 用 有 孔 １ ６ を 加 工 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
前 記 の か く は ん 回 転 軸 １ １ は 、 回 転 底 板 １ ３ と の 一 体 化 に よ り 同 時 に 回 転 し す る こ と に な
り 、 か く は ん 棒 の 回 転 で 顆 粒 調 味 料 が か く は ん さ れ る こ と で 湿 気 等 で 硬 化 す る こ と を 防 ぐ
こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
本 発 明 の 液 体 及 び 顆 粒 調 味 料 容 器 は 、 調 理 用 の た め に プ ッ シ ュ ボ タ ン ５ ａ ５ ｃ の 大 き さ や
数 に よ っ て 、 小 さ じ 用 や 大 さ じ 用 の 分 量 等 、 構 成 を 変 え る こ が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
本 発 明 の 液 体 及 び 顆 粒 調 味 料 容 器 の 材 料 は 、 プ ラ ス チ ッ ク 等 の 通 常 の も の で よ い 。 但 し 、
容 器 本 体 １ ａ １ ｂ は 、 ガ ラ ス や 金 属 系 及 び セ ラ ミ ッ ク や 陶 器 で も よ く 、 又 、 線 加 工 バ ネ １
７ は 金 属 加 工 で よ い 。 一 方 、 プ ッ シ ュ ボ タ ン ５ ａ ５ ｂ ５ ｃ の 形 体 は 、 円 弧 形 だ け で な く 楕
円 形 や 円 柱 形 等 で も よ く 、 容 器 本 体 １ ａ １ ｂ 壁 面 の 輪 郭 内 に 納 め ら れ る 形 体 で あ れ ば よ い
。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
本 発 明 の 液 体 及 び 顆 粒 調 味 料 容 器 は 、 工 業 的 に 量 産 す る こ と が 可 能 で あ る た め 、 産 業 上 の
利 用 可 能 性 を 有 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 で 液 体 調 味 料 容 器 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 で 液 体 調 味 料 容 器 の Ａ － Ａ 線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 で 液 体 調 味 料 容 器 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 で 液 体 調 味 料 容 器 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 で 顆 粒 調 味 料 容 器 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 で 顆 粒 調 味 料 容 器 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 で 顆 粒 調 味 料 容 器 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 で 顆 粒 調 味 料 容 器 の Ｂ － Ｂ 線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 で 顆 粒 調 味 料 容 器 底 面 部 下 の 回 転 底 板 の 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
１ ａ 　 　 液 体 調 味 料 容 器 の 容 器 本 体
１ ｂ 　 　 顆 粒 調 味 料 容 器 の 容 器 本 体
２ ａ 　 　 液 体 調 味 料 容 器 の 上 蓋
２ ｂ 　 　 顆 粒 調 味 料 容 器 の 上 蓋
３ ａ 　 　 液 体 調 味 料 容 器 の 注 ぎ 口 位 置 印
３ ｂ 　 　 顆 粒 調 味 料 容 器 の 振 出 口 位 置 印
４ 　 　 　 弾 性 パ ッ キ ン
５ ａ 　 　 液 体 調 味 料 容 器 の プ ッ シ ュ ボ タ ン （ 上 部 ）
５ ｂ 　 　 液 体 調 味 料 容 器 の プ ッ シ ュ ボ タ ン （ 下 部 ）
５ ｃ 　 　 顆 粒 調 味 料 容 器 の プ ッ シ ュ ボ タ ン
６ ａ 　 　 液 体 調 味 料 容 器 の 空 気 管
６ ｂ 　 　 顆 粒 調 味 料 容 器 の 空 気 管
７ 　 　 　 液 体 調 味 料 容 器 の 導 入 管
８ 　 　 　 液 体 調 味 料 容 器 の 注 ぎ 口
９ 　 　 　 液 体 調 味 料 容 器 の 安 全 止 栓
１ ０ ａ 　 液 体 調 味 料 容 器 の 伸 縮 管
１ ０ ｂ 　 顆 粒 調 味 料 容 器 の 伸 縮 管
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１ １ 　 　 顆 粒 調 味 料 容 器 の か く は ん 回 転 軸
１ ２ 　 　 顆 粒 調 味 料 容 器 の 振 出 口
１ ３ 　 　 顆 粒 調 味 料 容 器 の 回 転 底 板
１ ４ 　 　 顆 粒 調 味 料 容 器 の 底 板 栓
１ ５ 　 　 顆 粒 調 味 料 容 器 の ベ ア リ ン グ
１ ６ 　 　 顆 粒 調 味 料 容 器 の 振 出 口 用 有 孔
１ ７ 　 　 顆 粒 調 味 料 容 器 の 線 細 工 バ ネ
１ ８ 　 　 顆 粒 調 味 料 容 器 の ガ イ ド
１ ９ 　 　 顆 粒 調 味 料 容 器 の ス ト ッ パ －

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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